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＜連絡事項＞

・3/26(月)27(火)　17：20～18：00　看護グループ内研修予定。

テーマ「新人教育」。対象者は看護介護全スタッフ。講師：小向ＳＧＭ

・人事考課表は3月中に上野ＳＧＭへ提出すること。

・3/28(水)16:00～繁名和恵様　ケース会議予定。

・Ｈ24年3月分の月報、経過記録を各自作成し、提出してください。

・ＷＩＺ内みんなの共有フォルダ内の不要データを移動する為、必要データは各自確認してください。

・3/27(火)19:00～研修会「認知症疾患医療センターの役割と地域連携」講師：竹内ＰＳＷ

参加希望者は担当者（小嶋、竹内）へ連絡し、参加してください。

＜事例検討＞

種本　サハ様（71）統合失調症、糖尿病　デイナイトケア利用日：月～金

検討内容
評価と目標・計画の見直し

長期目標
病状安定し、生活リズムを崩さない生活を送る。

中期目標

①BMI標準値内(標準体重46㎏)を維持し、血液検査、HbA1cとFPGが基準値内で安定させる。

②薬の管理が出来るようにする。
短期目標
①日課をスムーズに行い、週5日通所に通い、生活リズムを確立する。

②帰宅後の間食は食べないようにする。

③薬は間違わず服用出来るようにする。

治療計画

①欠席を訴えた際は、声掛けして通所へ来ることを促していく。

②帰宅後の間食を確認し、振り返りを行っていく。

③服薬管理が出来ていない為、来所時に服薬確認を実施する。

現　状

1 について

・3/1～14まで風邪を理由に欠席している。

・プログラムでは移動はするが、「疲れてダメだ」と話し休んでいることが多い。

・調子が良いと運動に参加しているが、長続きしない。翌日は更に疲れて参加できなくなる。

2 について

・現在体重51㎏台で経過。血糖値123、HbA1c6％

・担当医から血糖値等上昇している為、食事に気をつけるよう指示が出ている。

・帰宅後の間食は、空腹時にはラーメン1食、普段はちくわや卵を摂取していることが多い。

・疲れて日課が行えない為、どうしても食べてしまうと話している。

③について

・最近は二重服薬をすることはない。

・外来受診日には、処方薬を通所に持参し、服薬ボードにセットし、スタッフに確認してもらっている。

・長期欠席中は、服薬の間違いは無かったと話す為、評価している。

・通所時の服用は、服用前と服用後にスタッフが確認をしている。

結果
・病状悪化時は、疲労により日課が行えなくなる。4月から生活環境が変わる為、本人の疲労から病状が悪化する可能せいがある為、世話人から情報収集していく。

・中期目標①に、病状に関する目標を取り入れていく。以後、②、③にずらして設定する。

＜青明舎情報交換＞

・細越　定生様～3/20(火)11時頃来所し、昼食をふらっとで摂り、その後スタッフと談話している。清掃を手伝ってもらうと、「自分が汚したわけでもないのになんで掃除しなければいけないのか」と不満を述べている。

・平　京子　様～3/21(水)外来受診後に憩いの場を利用されている。コレステロール値が高く、3ヶ月後に再検査することになり、「どうすればいいのかな。困った」と話している。本人は野菜嫌いで摂取量が少ないと反省しているため、スタッフより野菜ジュースや温野菜等での摂取法を提案し、また、マーガリンの1回量が多いのではないか指摘している。スタッフの話に対しては消極的な反応であり、まずは病院やデイケアのスタッフに相談してみるよう伝えている。

・高柳　和子様～3/21(水)定期訪問実施。最近は気分の落ち込みは感じるが何とか過ごしているとのこと。今月は3/11（日）に叔母と会った他、今週末の3/24（土）にも別の叔母と会う予定があるとのことで、表情も和らいでいる。日記には寂しさを感じ、誰かと話したいとの記載があり、そのようなときには青明舎を利用するよう伝えている。また、寒さが和らいできたことからそろそろ自宅で入浴したいと話しており、スタッフとともに浴室専用の元栓を開け、確認している。開栓とガスの着火を確認すると「安心した」と笑顔で話している。今後は自宅での入浴を再開したいと話している。

・我満奈津紀様～3/21(水)定期訪問実施。娘のことを中心に話している。現在の中学校校長先生は気さくで話しやすく、娘が通学出来ないことに対しても大きく捉えてくれているので接していて安心するが、今年度で変わることが決まっており、次期校長がどんな人なのか少し気になるという。3/26は終了式や離任式があるので、その日は娘が通学出来るといいと思っていると話している。娘は仙台での生活に憧れており、色々と話してくるこのこと。また、娘の手帳取得について考えることもあり、必要ないのではないかと話している。本人の話に傾聴して対応し、青明舎でも同様に考えていることを伝えている。前日は久しぶりの友人と会食をしたと話している。相手にも子どもがいるため、子どものことを中心に話してきたという。室内は煩雑な状態であり、暖かくなったら掃除をするよう伝えている。

・大久保恒夫様～3/22(木)21：00「眠れない」と本人より電話あり。寝ようと思うとプレッシャーになり、よけい眠れない可能性があるため音楽鑑賞等してゆっくりと過ごすよう説明している。

・上久保善郎様～3/24(土)定期訪問実施。体調は特に問題無く、五福が訪問時の血圧も正常値である。体重はデイケアで測定し、９８kgで本人も肥満であると自覚している為、油分の多い物やジュースを控えるよう促している。先週から農作業が始まり土や肥料を撒く仕事をしているが、疲れはそれ程無く、睡眠も十分とれている。このままのペースで仕事を続けるように話をしている。デイケアのなかでも交流がみられ何人か名前が話の中に出てきている。

・久保　清美様～3/25(土)定期訪問実施。就労については、担当医から意見書はもらったが、まだハローワークに提出はしていないとのこと。テーブルの上には正社員を募集する紙が置かれており、本人へ意思を確認している。本当は一般就労を希望しているが、ハローワークで相談のため窓口に向かうと「あなたは障害者だから窓口が違う」と言われてしまうため、障害者枠で探した方が良いのかと考えているとのこと。そのため、次回は医師の意見書を提出し、障害者枠での求職を行ってきたいと話している。求職活動は担当医に相談しながら進めていくよう伝えている。昨日は姉に誘われ、スタミナ太郎で食事をしてきたとのこと。姉の旦那方の親戚を含め7人で行き、帰りは飲酒しなかった自分が代行で運転してきたと話している。普段はマニュアルだが相手の車はオートマのため、感覚が違ったと話しており、マニュアル操作とオートマ操作の違いからの事故が多いことを説明し、出来るだけ運転は控えるよう伝えている。

・繁名　和恵様～3/25(土)定期訪問実施。訪問時、パジャマ姿のままでいる。「陰部が痛くて寝て休んでいた」と話している。寝て休むよりも陰部を清潔に保つことが重要であることを伝えている。入浴は金曜日以来行っていないと話しているため、本日入浴することを勧めている。室内は以前訪問したときより埃が少なく、掃除をしている様子は伺えたが、テーブルの下や階段等には埃が溜まっており、指摘している。4月からの青山荘入所に向け、本人、家族、関係機関で集まってケア会議を開きたいことを伝え、本人の希望や心配なことを確認している。

＜利用者様情報＞

・久保　清美様～今週水曜日に、主治医意見書をハローワークに提出してくるとのこと。就労が決まったら、デイナイトケアは利用しない方向で考えている。病状が悪化した時には自分で気付けると話している。就労を進めるにあたり、本人の能力評価や今後の支援について検討していく必要がある。

・我満奈津紀様～5月に交際相手と1泊旅行に出かけることを話しており、娘様はどうするのかと確認すると、自宅に一人で置いておくと話している。また、交際相手からは、本人がデイケアにちゃんと通うことが旅行の条件だと話している。

・久保　興介様～先々週の外来情報から、本人の調子次第でデイケアを利用していくとのことだったが、その後利用されていない。青明舎も利用していないとのこと。

・八木橋牧雄様～先週23日(金)ナイトケア利用時に頭痛の訴えあり、血圧を測定すると170台である。翌日も頭痛を続くようであれば、幸房で血圧測定をしてもらうよう促しているが、幸房は血圧計が無いとのこと。不調時は青明舎や外来に相談するように促していく。

＜食事提供の変更について＞

H24年4月1日より、利用者様の食事提供を利用時間外として扱う為、食事提供の方法と利用時

間が変更となる。スタッフの勤務時間も変更となる。

利用時間

・デイケア　9:30～16:30（食事12:00～12:30）

・デイナイトケア　8:30～19:30（食事12:00～12:30、18:00～18:30）

・ナイトケア　16:00～20:30（食事12:00～12:30、18:00～18:30）

食事提供について

・利用者様は、基本的に食事は持参して頂くことになる。

・食事を持参することが難しい方は、4月からはNPO法人「なごみ」の食事提供サービスを利用することができる。通所は仲介として、食券販売や食事準備を行う。

・食事料金は、おかずのみ350円、おかず＋ご飯390円となる。（米は90ｇ⇒炊くと200ｇ）

・利用者様には箸を各自持参していただく。

・今後、特食は扱わない為、キザミは各自対応、糖食は担当医へ確認し、配慮が必要であれば各自対応していく。

・食事注文は、デイケア、デイナイトケア、ナイトケア共に当日9:30まで。（今後、前日までの注文になる予定）

・青山荘、青風荘利用者様は、食事提供先が異なる為、おかず、ご飯、味噌汁付きの420円となる。

・青山荘利用者様は帰荘し、食事を摂取していただく。青風荘利用者様は青陽館2階での食事提供となる。その他の地域通所利用者様（ＧＨ利用者様含む）は、青陽館1階での食事提供となる。

・食券のお金は、ＮＰＯ法人へ入金伝票を作成する。その日のモーニングに行くリーダーが、幸房の事務所へ持っていくこととなる。

食事発注について

・食券を350円、40円の２種類作成するか、プラス390円を作成するか、検討していく。

・食券の払い戻しのシステムをどのように行っていくか、検討していく。

・ご飯は生米での注文となる為、炊飯をどのように行っていくか（プログラムにどのように組込むか）検討していく。

・食事発注は当日9:30までとなるが、幸房で対応可能か確認していない為、時間を話し合っていく。発注は共有フォルダ→うみねこ幸房→食事発注管理表から行う。

・食事配達時間は、昼食11:30、夕食16:00となる。食缶、ホテルパンの返却は、次回配達時に回収してもらう。金曜日夕食分は、青風荘に預かってもらい、返却する。食器はこれまで使用していた通所のもの（茶碗は購入検討中）を使用する為、返却せずに通所で保管する。

＜外来様情報＞

・菅原　信正様～大雪や地震があったが、飲酒欲求なく過ごす事ができていたとの事。

・繁名　和恵様～幻聴はないが、間食多く胸焼けを感じるとの事。

・我満奈津紀様～風邪は治ったとの事。娘様に対するストレスもなく、落ち着いて過ごせているとの事。

